
              やまぶき 第３２号 

 

 1 / 4 

 

 

第
32
号 

 

平
成
二
七
年(

二
〇
一
五)

一
一
月
二
七
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

3

d

2s

2s

 
 

今
井
兼
庭
の
『
円
理
弧
背
術
』 

 
 

一
、
は
じ
め
に 

今
井
兼
庭
の
『
円
理
弧
背
術
』
に
つ
い
て
は
第
25

号
で
少
し
述
べ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
『
明
治
前
日
本

数
学
史
』
か
ら
引
用
し
て
兼
庭
の
円
理
に
つ
い
て
の

実
績
を
述
べ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
数
式
に
つ
い
て

は
推
測
で
、
建
部
賢
弘
や
松
永
良
弼
の
式
と
同
じ
よ

う
な
も
の
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
、
と
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
が
気
に
な
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
式
を

求
め
た
の
か
調
べ
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。 

兼
庭
の
『
円
理
弧
背
術
』
は
七
、
八
年
前
に
東
北

大
の
図
書
館
で
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
見
て
も
ど
う
い
う
式
を
導
い
た
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
筈
で
、
全
頁
を
撮
っ
た
つ
も
り

で
い
た
の
が
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
や
っ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
今
は
仙
台
ま
で
行
か
な
く
て
も

ネ
ッ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
居
な
が
ら
に
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
見
比
べ
て
み
る
と
写
真
を
撮
っ

た
の
は
半
分
以
下
で
し
た
。
と
い
う
訳
で
ネ
ッ
ト
か

ら
得
た
画
像
情
報
を
も
と
に
ど
の
よ
う
な
式
を
も
と

め
た
の
か
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
但
し
、

結
論
は
理
解
で
き
ま
し
た
が
、
肝
心
の
導
き
出
す
所

は
解
読
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

二
、『
円
理
弧
背
術
』
の
解
読 

 最
初
の
部
分
は
第
25
号
と
少
し
重
複
す
る
個
所

が
あ
り
ま
す
。
「
明
治
前
日
本
数
学
史
」
第
三
巻
に

は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

 

径
d
、
矢
c
を
與
へ
て
弧
背
冪

を
求
む
。
こ
れ

は
建
部
賢
弘
の
も
の
を
少
し
書
き
加
へ
た
も
の
で
あ

る
。
次
に
弧
背
s
を
求
め
て
ゐ
る
。

こ
れ
に
は

の
公
式
を
綴
術
で

平
方
に
開
い
て
出
し
て
ゐ
る
。
さ
ら

に
d
、
s

を
與
へ
て
c

を
求
む
る

に
は
、  

の
公
式
を
方
程
式
と
考
へ

て
、
こ
れ
を
綴
術
で
解
い
て
出
し
て
ゐ
る
。 

s
の
公
式
よ
り
円
周
率
を
出
す
。
円
内
接
正
三
角
形

の
場
合
に
は
、
c
は
d

／
4
で
、
弧
s

は
円
周
の 

1

／
3

で
あ
る
か
ら
d

／
4

を
s

の
公
式
に
入
れ

た
も
の
が

と
な
る
こ
と
よ
り
、π

を
表
す
級

数
が
得
ら
れ
る
。 

最
後
に
弦
a
、
径
d
を
も
っ
て
s
を
表
す
公
式
と
、

d
、
s
か
ら
a
を
表
す
級
数
を
も
出
し
て
い
る
。 

松
永
良
弼
の
方
円
算
経
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か

不
明
で
あ
る
が
、
s
を
表
す
級
数
を   

の
級
数
か
ら

開
平
方
に
よ
っ
て
出
し
た
こ
と
と
、     

の
級
数
を
反

転
し
て
c
の
級
数
を
出
し
た
こ
と
と
は
注
目
す
る
に

足
る
業
績
で
あ
る
。 

  

具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
建

部
賢
弘
が
求
め
た
弧
背
冪 

 
 

の
式
を
①
式
に
示
す
。

そ
し
て
兼
庭
が
求
め
た
も
の
は
算
出
経
過
を
除
く
と

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
解
読
結
果
は
②

式
の
よ
う
に
表
せ
①
式
に
等
し
い
こ
と
が
確
認
で
き

る
。 

  

次
に
弧
背
s 

は
次
の
よ
う
に
求
め
て
い
て
、
そ
の

解
読
結
果
は
③
式
で
あ
る
。 

  

術
曰
徑
矢
相
乗
四
因
平
方
開
見
商
為
元
数
置
元
数
乗

矢
除
徑
一
乗
六
除
為
一
差
置
一
差
乗
矢
除
徑
九
乗
二

2s

2s 2s

②
式 

2s
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


































































6422

2

2

2

2

2

2

2

2

2

22

876543

1

6543

1

43

1
1

4

121110987

65434

d

s

d

s

d

s

d

s

c

d

s

d

s

d

s

d

s

d

s

d

s

五差四差三差二差一差元数

四差　　五差三差　　四差二差　三差

　一差　　二差元数　　一差元数④

十
除
而
為
二
差
置
二
差
乗
矢
除
徑
二
十
五
乗
四
十
二

除
而
為
三
差
末
倣
之
得
数
元
数
及
一
差
二
差
三
差
各

相
併
テ

得
数
為
弧
合
問 

   

弧
背
s
と
円
径
d
と
か
ら
矢
c
は
次
の
よ
う
に
求

め
て
い
て
、
そ
の
解
読
結
果
は
④
式
で
あ
る
。
こ
の
結

果
は
松
永
良
弼
が
『
方
圓
算
経
』
（
元
文
四
年(

一
七

三
九)

）
の
中
で
求
め
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。 

  

術
曰
置
弧
冪
以
円
徑
四
段
除
之
為
正
元
数
乗
弧
冪
除

徑
冪
三
除
四
除
而
為
一
差
置
一
差
負

乗
弧
冪
除
徑
冪

五
除
六
除
而
為
二
差
正

置
二
差
乗
弧
冪
除
徑
冪
七
除

八
除
而
為
三
差
負

置
三
差
乗
弧
冪
除
徑
冪
九
除
一
十

除
而
為
四
差
正

置
四
差
乗
弧
冪
除
徑
冪
一
十
一
除
一

十
二
除
而
為
五
差
負

□
倣
之
列
正
差
相
併
得
数
加
元

数
得
内
減
負
差
相
併
得
数
余
為
矢
合
問 

  

円
周
率
は
次
の
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
そ
の
解
読

結
果
は
⑤
式
で
あ
る
。 

  

置
三
個
為
元
数
置
元
数
乗
一
冪
二
除
三
除
四
除
而
為

一
差
置
一
差
乗
三
冪
四
除
五
除
四
除
而
為
二
差
置
二

差
乗
五
冪
六
除
七
除
四
除
而
為
三
差
置
三
差
乗
七
冪

八
除
九
除
四
除
而
為
四
差
五
差
以
上
倣
之
右
所
得
ノ

元
数
及
一
二
三
四
ノ

差
相
併
得
数
為
徑
一
個
ノ

円
周

合
問 

  

徑
、
弧
背
か
ら
矢
を
表
す
級
数
を
も
出
し
て
い
る
。 

 

最
後
に
弦
a
を
d
、
s
か
ら
求
め
て
い
る
も
の
を

次
に
示
す
。
解
読
結
果
は
⑥
式
で
あ
る
。 

  

術
曰
置
背
為
元
数
乗
背
冪
除
徑
冪
二
除
三
除
為
一
差

置
一
差
乗
背
冪
除
徑
冪
四
除
五
除
為
二
差
置
二
差
追

求
之
○
置
元
数
併
加
偶
差
内
併
減
奇
差
余
得
玄
合
問 

  

兼
庭
が
苦
労
し
て
求
め
た
こ
と
は
、
千
葉
歳
胤
の

『
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
』
の
自
序
に
「
コ
ヽ
ニ

予
カ
同
門
今
井

官
子
ト
イ
ヘ
ル

者
ア
リ
。
ヨ
ク

算
術
ニ
達
ス
。

故

ニ

先

生

（
注
：
幸
田
親

盈
を
指
す
）
カ

レ
ニ
命
シ
テ
弧

矢
一
術
ノ
半
ナ

レ
ル
ヲ
ア
タ

フ
。
官
子
コ
レ

ヲ
ウ
ケ
テ
心
神

ヲ
ナ
ヤ
マ
ス
コ

ト
三
年
。
ツ
イ

ニ
其
術
意
ヲ
得

タ
リ
。
眞
ニ
弧

矢
妙
術
ナ
リ
」

と
あ
る
が
、
時

代
的
に
は
先
駆

者
が
い
て
基
本
的
に
は
解
か
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ

る
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

小
泉
理
永(

寧
夫)

の
碑 

友
人
が
趣
味
で
仏
像
を
彫
っ
て
い
て
、
巣
鴨
で
展

示
会
を
行
う
の
で
見
に
来
な
い
か
と
の
誘
い
を
受
け
、

十
一
月
三
日
に
見
学
し
ま
し
た
。
都
内
の
東
の
方
に

行
く
機
会
は
な
い
の
で
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
小

























































































































32222

2

2

2

432

2

322222222

765432

53

5432

3

32

1
12

42

25

120

9
2

20

9

6
2

6

1
22

20160

9216

360

256

12

16
4

56

36

30

16

12

4
4

876543

642

6543

42

43

2
1

2

d

c

d

c

d

c
cd

d

c

d

c
cd

d

c

d

c
cd

d

c
cdcds

d

c

d

cc
cd

d

c

d

c

d

c
cds

d

c

d

c

d

c
cd

s

③

①である）（②

二差一差元数②

①



































































































642

222222

6

222

4

22

2

2

765432

1

5432

1

32

1
1

141210864

531

10864

31

64

1
13

!72

531

!52

31

!32

1
13

d

s

d

s

d

s
sa⑥

⑤ 

原文にはこの項の 

記述なし 

← 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･･ 

･･ 
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泉
理
永
の
碑
を
見
学
し
ま
し
た
。
場
所
は
足
立
区
で

私
の
家
か
ら
は
随
分
と
離
れ
、
土
地
感
覚
が
全
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
つ
い
で
に
西
新
井
大
師
も
見

学
し
ま
し
た
。 

小
泉
伝
蔵
理
永
（
一
七
七
八
～
一
八
四
四
）
、
字

は
寧
夫
、
安
永
七
年
生
れ
。
武
蔵
国
足
立
郡
梅
田
村

の
人
、
大
原
利
明
の
高
弟
に
し
て
、
大
原
の
著
『
算

法
点
竄
指
南
』
の
編
纂
に
関
わ
り
、
序
文
を
書
い
て

い
ま
す
。
天
保
十
五
年
七
月
明
王
院
赤
不
動
（
足
立

区
梅
田
）
に
碑
を
建
て
、
同
年
八
月
四
日

歿
す
。
六
七
才
。
算
遊
智
翁
寧
夫
信
士
。 

『
算
法
点
竄
指
南
』
に
は
大
原
の
門
人

や
小
泉
の
門
人
名
計
三
十
五
名
の
名
が
見

え
ま
す
。
碑
の
前
面
に
は
「
小
泉
寧
夫
先

生
算
法
碑 

門
人
建
之
」
と
あ
り
、
裏
面

に
碑
文
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

天
元 

演
段 
點
竄 

積
差 

分
合 

諸
約 

分
果 

翦
管 

計
子 

交
商 

趕
趁 

變
數 

逐
作 
作
入 

整
數 

極
數 

裁
段 

垜
積 
招
差 

角 

求
積 

綴 
 

圓
理
弧
背 

 
 
 
 
 
 
 

別
傳 

分
間 

町
見 
暦 

夫
算
術
の
大
な
る
や
天
地
の
中
に
数
の
定･･･ 

（
以
下
解
読
中
） 

               

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

「
絵
図
に
見
る
く
ま
が
や
展
」
と
、 

あ
る
算
額
探
し 

 

高
柳
茂
様
か
ら
、
熊
谷
市
立
図
書
館
で
「
絵
図
に

見
る
く
ま
が
や
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
て
代
島
亮
長

が
測
量
し
た
代
村
の
絵
図
な
ど
江
戸
か
ら
明
治
の
絵

図
が
沢
山
見
ら
れ
ま
す
、と
の
情
報
を
頂
き
ま
し
た
。 

調
べ
た
ら
十
一
月
二
十
九
日
ま
で
と
い
う
の
で
、

二
十
五
日
に
あ
た
ふ
た
と
出
掛
け
ま
し
た
。 

北
武
蔵
の
和
算
家
の
足
跡
を
調
べ
よ
う
と
思
い

た
ち
最
初
に
訪
ね
た
の
が
代
島
家
で
し
た
。
三
年
程

『算法点竄指南』より（東北大） 

小泉理永(寧夫)の碑 

④
式 

③
式 

⑤
式 

⑥
式 
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前
の
こ
と
で
、
当

時
の
こ
と
は
第

3

号
で
書
き
ま

し
た
が
、
こ
の
時

見
せ
て
頂
い
た
天

保
七
年
の
「
代
村

絵
図
」
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
訪
ね
た
時
は
畳
の
上
に
広
げ
て
見

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
大
き
い
絵
図
の
為
写
真
は
斜

め
か
ら
し
か
撮
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
回
は
懸
け
て
あ
り
ま
し
た
の
で
、
正
面
か
ら
撮

れ
る
と
思
い
ま
し
た
が
撮
影
禁
止
で
し
た
。
雰
囲
気

を
感
じ
る
に
は
充
分
で
す
が
、
ガ
ラ
ス
越
し
な
の
で

細
か
い
部
分
は
中
々
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
説
明
文

に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。 

「
最
大
の
特
徴
は
、
曲
線
の
道
路
を
直
線
で
把
握

し
て
一
本
の
道
路
を
い
く
つ
か
に
分
割
し
、
距
離
数

と
方
角
を
正
確
に
測
っ
て
い
る
。
こ
の
測
量
方
法
は

阿
蘭
陀
（
お
ら
ん
だ
）

流
の
測
量
術
で
道
線
法
（
ど
う
せ
ん
ほ

う
）

と
い
う
方
法
を
用
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
の

測
量
技
術
の
粋
が
わ
か
る
絵
図
と
し
て
大
変
貴
重
で

あ
る
」 

そ
の
他
に
「
武
蔵
国
絵
図
」、「
忍
御
領
分
絵
図
」、

「
男
衾
郡
塩
村
絵
図
」
や
、
交
通
の
絵
図
、
境
界
争

い
の
絵
図
な
ど
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
境
界
争
い
で
は
秣
場
争
い
の
「
裁
許
絵
図
」
が
あ

り
、
裏
面
の
裁
許
絵
図
裏
書
の
こ
と
も
説
明
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
つ
い
先
頃
ま
で
私
の
出
身
の
毛
呂
山
の

秣
場
争
論
の
古
文
書
を
解
読
し
て
い
た
の
で
興
味
を 

持
ち
ま
し
た
。
毛
呂
山
に
も
大
き
な
裁
許
絵
図
（
2.5 

×

1.5
ｍ
）
が
あ
り
、
そ
の
裏
書
も
解
読
し
ま
し
た
。 

脇
道
に
反
れ
ま
し
た
が
、
他
に
測
量
器
具
と
測
量

書
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
測
量
書
は
「
量
地
指

南
」「
算
法
童
子
問
」「
算
法
地
方
大
成
」「
測
量
集
成
」

「
量
地
図
説
」
な
ど
で
し
た
。
こ
れ
ら
は
野
口
泰
助

先
生
が
出
品
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

情
報
を
頂
い
た
高
柳
茂
様
に
感
謝
し
ま
す
。 

  

展
示
会
を
後
に
し
て
、
深
谷
市
山
河
の
伊
奈
利
大

神
社
に
行
き
ま
し
た
。
目
的
は
松
本
源
七
（
嘉
永
六

～
大
正
八
年
）
が
奉
納
し
た
算
額
の
見
学
で
し
た
。

こ
の
算
額
に
は
円
周
率
の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
、
と

い
う
の
が
事
前
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

前
日
に
社
務
所
に
連
絡
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
「
絵

馬
は
確
か
に
あ
り
ま
す
。
丁
度
都
合
が
良
い
の
で
二

時
頃
来
て
頂
け
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
行

っ
て
み
る
と
都
合
が
良
い
と
い
う
の
は
新
嘗
祭
の
当

日
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

既
に
神
社
の
本
殿
が
開
け

放
た
れ
て
い
ま
し
た
。
早

速
案
内
し
て
頂
き
本
殿
内

を
探
し
ま
し
た
。
立
派
な

絵
馬
が
沢
山
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
幾
ら
探
し

て
も
算
額
は
見
つ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
神
社
の
関

係
者
の
方
は
素
朴
で
算
額
の
こ
と
は
何
も
知
ら
ず
、

諦
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
帰
る
前
に
「
皆
に

挨
拶
し
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
挨

拶
が
て
ら
に
深
谷
や
熊
谷
の
和
算
の
話
を
少
し
だ
け

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
妙
な
交
流
は
、
嬉
し
い
も
の

で
も
あ
り
ま
し
た
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

医
学
賞
を
受
賞
さ
れ

た
大
村
智
さ
ん
が
、

今
年
の
正
月
に
色
紙

に
揮
毫
し
た
言
葉
は

「
至
誠
惻
怛(

し
せ
い
そ

く
だ
つ)

」
だ
と
い
う
（
東

京
新
聞
）
。
幕
末
に
財
政
破
綻
寸
前
の
備
中
松
山
藩
で

改
革
を
行
っ
た
山
田
方
谷
が
越
後
長
岡
藩
の
河
井
継

之
助
に
伝
え
た
言
葉
で
、「
何
事
も
真
心(

至
誠)

と
慈

し
み
の
気
持
ち(

惻
怛)

を
持
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
。

そ
う
す
れ
ば
う
ま
く
い
く
ん
で
す
」
と
あ
り
ま
す
。

漢
字
辞
典
に
は「
惻
怛
＝
同
情
し
て
は
ら
は
ら
す
る
」、

惻
に
は
「
い
た
む
、
心
に
迫
る
」
と
あ
り
ま
す
。「
惻

隠
の
情
」
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
写
っ
て
い
る

色
紙
を
見
る
と
誠
実
さ
を
感
じ
る
見
事
な
筆
捌
き
で
、

人
柄
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

尚
、「
至
誠
賛
化
流
」
は
、「
至
誠
を
以
て
天
地
の

化
育
に
賛
す（
中
庸
）」か
ら
取
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

代村絵図(ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより) 

伊奈利大神社 


